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11
月
２
日
と
３
日
の
二
日
間
、
深
浦
町
公
民

館
、
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
館
、
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
北
金
ヶ
沢
会
館
）
の
３
か
所
同

時
に
文
化
祭
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
書

道
や
陶
芸
、
絵
画
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
制

作
し
た
作
品
の
ほ
か
、
保
育
園
児
や
小
学
生
に

よ
る
か
わ
い
ら
し
い
作
品
、
町
民
が
撮
影
し
た

写
真
な
ど
が
各
会
場
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
深
浦
町
公
民
館
と
ふ
れ
あ
い
と
創
造

の
館
で
食
堂
部
門
も
開
設
さ
れ
、
そ
ば
や
う
ど

ん
、
カ
レ
ー
な
ど
数
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
よ
っ
て
は
、
陶
芸
体
験

や
お
茶
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
よ
さ
こ
い

演
舞
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 第

20
回

　文
化
祭
作
品
展

　
11
月
16
日
に
深
浦
町
文

化
協
会
主
催
の
ふ
か
う
ら

芸
能
祭
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ

ラ
ザ
「
ゆ
と
り
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

２
３
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
、

出
演
者
へ
拍
手
や
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
深
浦

町
文
化
協
会
の
会
員
や
町

第
19
回

　ふ
か
う
ら
芸
能
祭

民
の
方
々
が
、
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、

大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
な
ど
、

深
浦
町
文
化
協
会
の
会
員

８
組
、
個
人
５
人
の
皆
さ

ん
が
延
べ
25
演
目
を
行
い
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

公民館で行われた陶芸体験

ふれあいと創造の館でお茶を味わう来場者 農村環境改善センターの展示作品

ねぶた踊り普及会

踊りやカラオケなどを披露する出演者たち

大正琴クローバーの会と修道小学校の児童による演奏
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コミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で
備品を整備しました

コミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で
備品を整備しました

大きく育て！深浦ワカメ大きく育て！深浦ワカメ

　この事業は、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、地域が行う
コミュニティ活動の更なる推進を図るための備品等を整備するもので、これにより地域社会
の健全な発展と住民福祉の向上が期待されます。
　このほど、令和６年度コミュニティ助成事業に採択された東野自治会が、地域のイベント
や清掃活動で使用する備品を、宝くじの助成金で整備しました。

　今年も深浦町海藻類採苗センター（吾妻沢）で町が生産した養殖ワカメ用の種苗を、11
月12日（火）、深浦漁業協同組合に出荷しました。
　この種苗は、５月にネカブから出た胞子を専用の糸に付着させたもの（種糸）を、芽が５
㎜くらいになるまで約半年間水槽で培養したもので、無事たくさんの種苗を確保することが
できました。
　深浦漁協職員は「このワカメは来年の春に収穫できるため、漁業者の所得向上につながっ
ている。今後も続けていきたい。」と話していました。今後、ワカメの種糸は、漁業者に
よってロープに巻かれて海で
養殖され、来年の３月頃に収
穫されます。深浦漁協では30
年以上前からワカメ養殖に取
り組んでおり、各地に出荷す
るほか、つるつるわかめ等に
も活用されています。

今回整備された備品

○東野自治会
・草刈機：１台
・除雪機：１台
・アルミブリッジ：１セット
・ノートPC：１台
・プリンター：１台
・刈払機：３台
・ソフトコーン：14個
・コーンバー：７本

ワカメの種苗を出荷 ワカメの芽




